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撮影・嶋崎　和文

　皆様には健やかに新年を迎えられたことと思
います。今年もよろしくお願いいたします。昨年7月
から始まった日本人会の新年度もすでに半分が
経過しました。ここで簡単な中間報告をしつつ、
年頭所感を述べたいと思います。昨年の会長就
任のご挨拶で、私は次のように述べました。

　「そもそも日本人会の存在意義は何なのか、何
をすべきなのか、それをどう分担するのか？そし
て、その分担の仕組みは持続可能なのか？と、い
ささか根源的な問いかけを、今年度の理事会で
は議論してみようと思います。それと並行して、こ
れまで慣例だった業務やイベント(花見、運動会、
サンタパレードなど)についてもゼロベースで見直
し、やり方を再検討します。」

　9月に予定していたお花見会は、桜の開花が遅
れに遅れて10月にずれ込みました。これまで共催
していた倉敷姉妹都市委員会が手を引いたこと
もあり規模を縮小し、２度延期したことで太鼓グ
ループ巧とも日程が合わず、内輪の行事となりま
した。開催時期の不確定さをどうマネージメント
するかが大きな課題です。

　11月に予定していた運動会は、実行委員会方
式で開催すべく9月に協力者を募りましたが、応
募してくださった方がお一人で、企画運営隊が発
足できず開催が不可能となりました。改めて今年
4月にできるのかどうか、ジャパンデーの終了後に
検討したいと考えています。この行事は、お子さん
に関わる方々のご協力が不可欠です。

　12月のサンタパレードは、本誌に報告記事が
ございます。既存イベントへの参加なので自前で
企画する必要がないのと、太鼓グループ巧に出し

物をお任せできるので、助かります。補修しながら
使っている纏(まとい)や大団扇などの経年劣化が
気になるところです。

　上記の恒例行事のほか、新たな試みとして座
談会を行いました。第1回のテーマは「日本の親
の介護」について、こちらも本誌に詳しい報告が
あります。少なからぬ人が直面するこの切実な問
題は、今後さらに増えるでしょうし、親の次は自分
の老後も考えねばなりません。

　そして、新たな可能性を感じているのが、日本
人コミュニティネットワークです。日本人会とCBN
との共催で、補習校、日本人教会、日本人のクラ
ブなどの代表が一堂に会する懇談会を、昨年8月
と12月に開催しました。日頃から「みんなのため
に」活動している団体の方 と々、直接会って話し、
アイデアを交換することは、EmailやSNSが主流
の時代になっても意味があると感じています。

　最後に、「Japan Day 2017」の準備が山場を
迎えてます。ボランティアの第3期を募集中です
が、まだ足りません。マネジメントの三要素「人・
物・金」の中で、今一番足りてないのが「人」です。
2月中旬には人の当てがついてないといけませ
ん。丸一日でなくてもいいです。Japan Dayを、お
客さんと運営側の両方から楽しんでみてくださ
い。よろしくお願いします。

　カンタベリー日本人会が発足したのは、1992
年の1月26日です。ちょうど25年がたちました。こ
の歳月は、人や社会を大きく変えました。日本人
会もその時代の変化に適応していかねばなりま
せん。新しいテクノロジーを駆使しながら、人間同
士の温かいつながりを大切にしたいと思います。

2017年年頭所感 カンタベリー日本人会
会長

松崎　一広
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●10月1日　定例理事会

●10月1日　お花見会　倉敷ガーデンにて

●10月14日　多民族評議会に出席（松崎）

●11月5日　定例理事会

●11月9日　各民族団体の震災対応の聴取会に出席（松崎）

●11月19日   Canterbury Japan Day 2017 実行委員会

●11月26日　カンタベリー日本語補習校 音読発表会に出席
（松崎）

●12月3日　座談会　～テーマ・親の介護～

●12月4日　クライストチャーチ・サンタパレードに参加

●12月10日　定例理事会

●12月13日　天皇誕生日レセプションに出席

●12月17日　日本人コミュニティネットワークに出席
（松崎　嶋崎）

事務局通信　カンタベリー日本人会の理事役員や会員の方がどのよう
な活動をしているかをこの欄でお伝えいたします。日本人
会の活動にご興味のある方は各理事にご連絡下さい。

お問い合わせ：344-1142（出口）

軽音楽部ライブコンサート開催の報告
軽音楽部は１１月２０日、 The Claddaghにてライブコンサートを開催致しました。当日多
くの会員の皆様がご来場されましたこと厚く御礼申し上げます。当日は、多彩なジャンルの
曲を演奏し、アカペラ・カルテットKANASAIが素晴らしい曲を披露して大変盛り上がりま
した。また最後には、クリスマスソングで締めくくり、子供たちも楽しい一日を過ごしたものと
感じております。今後共にフュージョン系の曲や多難な曲にも挑戦し、またフォークソング等
の親しみやすい曲も練習してみようと思っております。また次回のライブには、多くの皆様が
お越し頂きます様お願い申し上げます。

月例ゴルフ大会　
上位３名　　
（12月を除く
毎月最終日曜日）

１０月　 優勝　中
　　　 2位　野田
  3位　山崎

１１月 優勝　井町
  2位　高橋
  3位　長籐

１２月 優勝　永山（公）
  2位　椿原
  3位　高橋
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●ゴルフクラブについて
毎月第4日曜日はゴルフコンペ予定

●カンタベリー・ジャパニーズ・クワイアに
ついて
練習日: 毎週水曜日午前10時から12時
場所： 170 Clyde Rd. 
Fendalton Community Centre
お問い合わせは、
japanese-choir@googlegroups.com 
まで

日本人会クラブ紹介
●軽音楽クラブについて
お問い合わせは、出口さん（344-1142）ま
で

●太鼓クラブ「巧」について
高校生から大人まで幅広い年代で活動し
ています。
場所： 477 Blenheim Rd　Chu-Sei 
Kan dojo
お問い合わせは、 cjdg_takumi@live.jp 
まで

パフォーマンスの依頼は、 cjdg_takumi@live.jp

明けましておめでとうございます。昨年はたくさんのご支援を承りまして有難うございました。
新年を迎え、巧を卒業して新しい世界に飛び立っていった仲間達もいます。今年はいよいよ
１０周年。卒業生達の残してくれたものを次の世代へと継ぐべく、巧一同、今年度も頑張ります。

太鼓クラブ

在クライストチャーチ領事事務所便り

日本映画の夕べ

在クライストチャーチ領事事務所
住所：12 Peterborough Street, Christchurch
電話：03－366－5680
領事班 電子メール：consular.chc@wl.mofa.go.jp
広報文化班　電子メール：cultural.chc@wl.mofa.go.jp　
フェィスブック：www.facebook.com/JapanConsChristchurch/

２月８日（水）「バクマン。」
監督：　大根仁　２０１５年　１２０分　
(PG: Violence & coarse language)
『DEATH NOTE』の原作コンビ、大場つぐみ
と小畑健によるテレビアニメ化もされた大ヒ
ット漫画を、『モテキ』などの大根仁監督が実
写映画化した青春ドラマ。
性格の違う高校生2人がタッグを組み漫画家
への道を歩んでいくさまを、大根監督ならでは
の巧みな映像表現を駆使して描く。

２月９日（木）「ももへの手紙」
監督：　沖浦啓之　２０１２年　１２０分 
(PG) 
『人狼 JIN-ROH』で世界の注目を集めた沖浦
啓之監督が、7年の製作期間をかけて完成さ
せた感動の長編アニメーション。父から残さ
れた一通の手紙を胸に、瀬戸内海の島へと移
り住んだ少女が体験する驚きに満ちた日々を
生き生きと描き出す。
作画監督に『千と千尋の神隠し』の安藤雅司
があたる。肉親との離別を体験した主人公の
再生のドラマがしみじみと胸に響く。

今年の第一弾となります「日本映画の夕べ」は，２０１５年の人気映画「バクマン。」と
心温まるファンタジーアニメ「ももへの手紙」を２日間に渡り上映致します。

・日時：２月８日(水) ／ ９日(木) １８：１０～
・会場： Rangi Ruru Girls’ School, Merivale Lane Theatre
（シアターの入口はMerivale LaneとRossall Stの角付近になります）
・スケジュール： １８：００　開場
１８：１０　日本文化紹介ドキュメンタリー上映
１８：３０　本編上映
・入場料無料 / 英語字幕 / 自由席（１２０席）
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　昨年12月4日、年末恒例のクライス
トチャーチ・サンタパレードが開催さ
れました。今回で70回を迎えたこの
一大イベントは、各国の民族団体も
参加するようになって、年々国際色が
豊かになっています。日本人会では、
太鼓クラブ巧を中心に、会員の皆さん
約80人がパレードに参加し、沿道を
埋めた数万の人々を楽しませると共
に楽しみました。

　沿道の観客は、日本人会のフロー
トが近づくと、まず良く揃った力強い
太鼓の音を聞きます。音のする方を向
くと、若くて粋な男衆が持ち太鼓を勇
壮に叩きながら路上を進んで来ます。
そしてトラックが眼前を通過する時、
この力強い太鼓の本隊が浴衣姿もあ
でやかな女子隊であることに驚き、歓
声を上げていました。
 

 約２キロの距離を纏や団扇や手を振
りながら歩いてくださった参加者の皆
さん、写真や飲み物など運営に協力し
てくださったボランティアの方々、あり
がとうございました。皆さんのご協力
のおかげで、楽しくて誇らしいパレー
ドができました。

（松崎）

 2017
“Pride & Pleasure
サンタパレード参加報告
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日本人会facebook上のサンタパ
レード関連記事は、リーチ数が500
を超えており、関心の高さがうかがえ
ました。その一方で、そこで募ったア
ンケートの回答は5人でした。資料的
には極めて少数ですが、参加者側と
観覧者側の両方から貴重なご意見を
いただきました。 

なお、サンタパレードの運営団体は、
市からの補助金が前年の8万5000
ドルから今年度は6万ドルに減額され
たことから、次回の開催について見通
しが立たないとのことで、今回が最 後
かもしれないと案内されました。しか
し、ダルズィール市長は、開催継続を
明言しましたので、たぶん今回限りと
はならないでしょう。

（松崎）
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日本人会の中で親の介護に直面している方の声
をよく聞くようになりました。海外在住者にとって、
日本の親の介護は、関わり方が難しい問題です。
日本人会では、まず実体を知ることが重要と考え、
介護経験のある方や将来の介護をお考えの方を
対象にアンケートを実施することにしました。お答
えになれる範囲で結構ですので、どうかご協力を
お願いします。（回答18人）

1．回答者の性別、年齢、介護経験の有無
　女11人(61％)　　男７人(39％)
　　30歳未満　　   ０人（０％）
　　30歳～45歳　  ５人（28％）
　　46歳～59歳  　11人（61％）
   　60歳以上　　　 ２人（11％）
※介護経験あり　 ６人 （33％）
※介護経験なし　 12人（67％）

2．（父／母）親が要介護である(あった)期間
①過去7年間、今も続いています。
②父が亡くなってから。
③私自身は1年、他の家族は継続中。
④母＝要支援１(身体障害者１級)6年、義母＝要
介護5年
⑤約1年前より余命
⑥介護中

3．介護のために帰国した回数／合計期間
①1年半前から、そのために、日本へ帰国中。
②1回（1年滞在）
③1回
④年２～３回、1週間ずつ。
⑤これまで3回
⑥両親とも看取って、主人の母がホームにお世話
になるまで自宅介護してました。

4．介護のために負担した費用／介護に要した総
費用(他者が負担した分を含む)
①月額12万円、特別養護老人ホームの費用です
。
②本人の収入だけでやりくりできている。
③帰国の交通費と最初の自分の生活費。
④現在のところ、介護認定を受けるための病院
の診断と検査程度。

5．利用した支援やサービス（介護保険、介護サ
ービス、デイケア、成年後見制度、ベビーシッター
、親類縁者など）
①特別養護老人ホームに世話になっています。
②介護保険で受けられるものすべてと、一時的に
有料老人ホーム、デイケア、家族、・・老人ホーム
③介護保険、デイサービス、デイケア、ショートス
テイ、特別養護老人ホーム、
④デイサービス、ショートステイ
⑤地域の介護センター、友人の援助

6．介護にあたって苦労したこと
①頻繁に会うことができないという点です。
②要介護の度合いと本人の意思の違い。
③時間のやりくり。認知症のため意思の疎通が
できない、その程度が日替わり。
④別になし。認知症だったので、まあ、精神的に
は「娘とわかってくれなかった」ということかな？
⑤NZから行き来する飛行機代、時間。
⑥病が言わせているのだから・・と頭では解って
いても、義母の暴言(怒りん坊の認知症)になんど
も心が折れ、そのたびに同じ境遇にある友人に話
を聞いてもらってmindをkeep、笑いに変えてま
した、お世話のくりかえしでした。

※アンケートにご回答いただき、ありがとうござい
ました。次号に続きます。

QLC座談会
「どうする？どうしてる？親の介護」　

開催報告
アンケート「日本の親の介護について」に

寄せられた回答（その１）

QLC座談会「どうする？どうしてる？親の介護」が
12月3日に日本人会オフィスのあるCCH 
(Christchurch Community House)で開催さ
れました。
QLCは”Quality of life in Canterbury”の略で
生活していく上で気になることを話し合って知識
や経験をシェアする場を作る試みです。
当日は理事を含め10人の方が参加し、実際に介
護をされた方や自身の老後と向き合っていらっし
ゃる方のお話を、親の介護を目前にしている方が
真剣に聞くという展開でした。
これからも皆さんの関心の高い事柄をテーマに
行いたいと思います。

以下は、この座談会の中で浮かび上がってきた
ポイントです。

・遠隔地介護は日本国内でも核家族時代の必然
的な問題なので、それに即した支援や手だては
いろいろある。

・海外在住を日本の制度に疎いことの言い訳に
しない。インターネットをはじめ調べる方法はいろ
いろある。

・日本在住の親族が、日本の介護制度に詳しいと
は限らない。普段の世話に追われている同居親
族よりも、すぐに行けない分いろいろ調べた遠隔
地在住者の方が、さまざまな支援の利用を助言
した例が少なくない。

・親の意思、自分の意思、兄弟姉妹の意思、それ
ぞれの配偶者や家族の意思など、通常の家庭運
営よりはるかに多数の意思の調整が必要。

・自分はどうしたいのか、どのようにかかわるかの
方針を明確にしておいた方がよい。

・日本とNZの老後のありかたには違いがある。
NZでは基本的に本人の問題。日本では関係者
全員の問題。

こちらでは、親が子どもの学費の負担をしないの
が一般的です。何を学び何になりたいかは、本人
の努力と責任に帰されます。
その裏返しで、子は親の老後の面倒を見ません。
どのように老い、どのように仕舞うかは、本人の意
思と責任に帰されます。だから老人ホームが主流
で、遺言がmustです。

日本では、家族が世話をするという意識を残した
ままで、核家族や遠隔地介護が珍しくなくなった
現実との乖離があり、それゆえ何を正解とするか
が難しくなっていると感じました。
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＜広 告＞

※カンタベリー日本人会では、掲載されている
　広告の内容に関して責任を負いかねます。
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＜広 告＞

※カンタベリー日本人会では、掲載されている
　広告の内容に関して責任を負いかねます。

www.purpledragon.co.nz

今年もカンタベリージャパンデーでお待ちしております。
その他の出店情報は、ホームページ、Facebook、Twitter にてご確認いただけます。 

ラ
ー
メ
ン
餃
子

Mobile Shop
Japanese Ramen Noodles & Dumplings

CL

Instagramも始めました！
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Level 2, 575 Wairakei Road
受付：03 377 4421
直通：903 0108
携帯：021 117 2472
Ｅメール：Hiromi.Jin’o@ktlaw.co.nz www.ktlaw.co.nz

16名の弁護士、23名の司法事務員、幅広い専門分野。

日本とニュージーランドの文化に精通した日本人司法事務員が、
日本人移民のみなさまの法律全般のニーズに全力でおこたえします。
どうぞお気軽にご相談ください。

甚尾　浩美
法学士（NZ）教育学士（日本）
2017年弁護士認可取得予定

不動産

ビジネス

移民

遺言書

財産管理

雇用法

家庭法

その他
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パフォーマンスの依頼は、 cjdg_takumi@live.jp

トランピング記NZ
第25回 Mount Tuhua

トランパー　本間良徳
東京在住。2005年より主にトランピン
グを目的として、ロングステイ開始。
クライストチャーチを拠点にNZ全土
で100ヶ所以上のコースを踏破。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウエストランド、ホキテカの近くで山頂も

ある山の一つが今回の Mt Tuhua である。   

 

 

     《  Lake Kaniere より Mt Tuhua 》 

 

登山口はホキテカの東、約 30km の Lake 

Kaniere。Lake Kaniere は別荘らしき建物もあ

りボートの人も多い。登山口には Mt Tuhua へ

の標識もある。湖畔に車を止めて歩き出す。 

最初は樹林帯の中の軽斜面を山に向かって

進む。しかし、しばらくすると急斜面となり、

少し疲れてくるとビューポイントに出くわす。 

ここで 1回目の休憩を取ると良い。眼下に 

Lake Kaniere の一部が見える。しかし、ここ

からがさらに急な長い登りとなり、かなりキ

ツイ。少しなだらかになったら１つ目のピー

クが近い。ピークといっても樹林帯の中であ

り見晴しはきかない。ここから下り始めるの

で気が付く。地図を見て位置が分かる。木々

も低くなり、視界も明るくなってくるので山

頂まではまだかなりあるが気分的には楽にな

る。ここからは尾根となって視界も効くので 

あまり疲れを感ぜず進める。そして登山道は

ゆるくなり山頂らしき所も確認できるように

なる。なだらかな尾根は森林限界を超え、周

囲の山々や Lake Kaniere、遠望でホキテカ、

タズマン海、ホキテカに流れている川も確認

できる。 

  

 

      《  眼下に Lake Kaniere を望む 》 

 

山頂ではさらにアーサーズパス方面の山々、

遠くは Mt クック方面の雪山も見え、眼下の詳

しい地形も確認できた。 

 

 

  《 Mt Tuhua  山頂 》 

 

しばらく山頂で休み、下山開始したら上半身

裸のヤングボーイが登ってきた。私は紫外線

の強いNZでは半袖でも肌を露出しないように

しているが、時々そんな事はお構いなしに歩

いている tramper を良く見かける。日本人は

ちょっとした登山でも水、食料、雨具など急

変に備えているが軽装、何も持たない、サン

ダルでの歩き等の人も良く見かける。山はリ

スクがあるので自己責任が原則、を忘れず心

がける事が大事。下山後は湖でゆっくり汗を

流しホキテカの宿に戻った。 

 

 

 

       Viewpoint       Mt Tuhua Summit         

          1hour         3 hours          3 hours  

   

 

Lake Kaniere 30km Lake Kaniere 
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二十八

地震ふたたび…でもクライストチャーチ
じゃありませんでした…という話な話

　11月に、また地震がありました。深夜でしたが
わたしも起きていたので、揺れを感るのは感じまし
た。でも、今回の揺れ方はふわーん、ふわーんとゆ
るく、地震というより船に乗って波に揺られている
ような…しかも、やけに長い間揺れが続いて、なん
だか本当に船酔いになりそうな振動でした。それ
でもやがて揺れはおさまり、今回はものが倒れた
りも全くしなかったし、大したことなくてよかった
…とほっと一息。ほどなくしてネットなどで情報を
みたところ、震源地はクライストチャーチから100
キロ近く離れたハンマースプリングスの方だった
のがわかりました。なるほど、あの不思議な揺れ
は、やや離れたところでかなり大きな地震が起き
て、文字通りその余波が伝わったものだったので
す。翌朝のニュースでは、カイコウラの被害のひど
さと、素人目にはまるで関係ないように見えた北
島のウェリントンの建物も相当ダメージを受けた
様子が映し出されていました。そうか…自分のとこ

ろが大丈夫でも、知らないうちによそは大変なこと
になっていたんだ…。地震とはそういうもの。今さ
らながらそう思いました。ひとまず自分の無事には
安堵しつつも、カイコウラの惨状は衝撃的で、人々
の暮らしはこれから先どうなるんだろうと心配が
つのります。それにカイコウラは、言わずと知れた
クジラ観光の拠点。シーズンまっさかりに交通が
遮断され、安全も確保できないあの有様では…ま
たニュージーランドに遊びに来るお客さんが減っ
てしまう！正直、それが一番まずいと思いました。

 それでも、クライストチャーチはこうして大丈夫
だったのだし、ニュージーランドのニュースの全
部が全部、よその国に伝わるというものでもないし
…そんな、楽観的な思いも少しだけあったのです。
しかしそれはちょっと甘かったです。今回の地震
のニュースは、しっかり日本でも流れていました。
しかも、「ニュージーランド南島でマグニチュード
7.8の地震、震源はクライストチャーチから90km
の…」と報道されたため、ニッポン津々浦々のみな
さんの脳内には「またクライストチャーチの近くで
地震があった」というデータが速攻で刻み込まれ
ました。おまけにそのアナウンスの時、一緒に流れ
ていた映像が、ウェリントンのビルが激しく揺れて
崩れまくるという、今回で最もシビアな被害のあっ
た場面のものだったのです。そりゃまあ、そこには
なんの間違いもありません。M7.8の地震があっ
たのも本当なら、そんな見た目インパクト最大の
被害があったのも真実です。動画のテロップには
きちんと「ウェリントン」と地名も入っていました。
でも…日本で見ていた人たちがキャッチできた情
報は「またもやクライストチャーチで地震」→ 「ク

ライストチャーチのビルがグッチャグチャに倒壊」
→「クライストチャーチで知り合いといえばあの
人」→「マツザキさんちも被災」となってしまったよ
うです。日本から次から次へとうちに届くお見舞い
のメール…その内容の深刻さに、みなさんがどれ
だけ今回の地震を心配しているかが見てとれまし
た。「大丈夫ですか」「無事を祈っています」ぐらい
ならまだしも、中には「お怪我はありませんか」「お
うちは崩れていませんか」「生きていたら返信くだ
さい」というのまでありました。

 わたしは焦りました。みなさんのあたたかいお心
遣いはもちろん本当にうれしくて、すぐに感謝を込
めた「無事です」のメールをお送りしました。けれ
どもこれはマズい。あんなフワーンと揺れただけの
地震が、ここまでド深刻なものとして伝わってし
まっているとは…！しかもみんなウェリントンのあ
れがクライストチャーチだと思いこんでいます。と
にかくあわてて無事を伝えるのと、「あれはウェリ
ントンなんです、隣の島！」とクドいまでに訴えねば
と思いました。被災したカイコウラにもウェリントン
にも勝手で申し訳ないれど、ただでさえ観光地と
しては復興しきれていないクライストチャーチが
「やっぱりあそこはもうダメなのねぇ」と思われてい
ると考えるだけで、頭が爆発しそうです。地震には
名前がつきますが、もういっそのこと、今度の地震
の名前は「クライストチャーチの街はなんともな
かったよ地震」とか「クライストチャーチはまあまあ
無事だったよ地震」にしてほしいと思いました。テ
レビの報道の仕方で、人のもつイメージは大きく
変わります。特に観光地は「楽しそう、安全でのん
びりできそう」というイメージが失われたらもうア
ウトです。でも「昨日のアレはクライストチャーチ

じゃありません」とは、ニュースは言ってくれないの
で「どうしてくれるんだコレ…」と思わずにいられま
せんでした。そして同時に「ニュースといえども日
本にとっては遠くのこと。真実は伝わっているはず
なのに、伝える側にとっても、受け取る側にとって
もどこか他人ごとなんだな」とも思いました。

 地震の直後はそんなだったのですが…あまりに
も「わたしは無事です！」と知り合いに返信しすぎ
たせいでしょうか。12月に入る頃には、クライスト
チャーチに住んでいるぶんには「今回の地震は比
較的なんでもなかった」という意識が強くなってき
ました。カイコウラ関連のニュースでも「観光客が
無事エリアから避難」「停電が解消」「道路も一応
開通」と前向きのニュースが増えて、遠巻きながら
「それならよかったー」などと、物事をややのん気
にとらえてしまっていました。ところが、友人宅のク
リスマスパーティに呼ばれて出かけた日のこと。お
客の中に、北のほうからカイコウラを通ってクライ
ストチャーチにやってきた人がいたのです。その人
は映像関係の仕事をされているとかで、地震後の
厳しい現状を写真におさめたものを、わたしたち
にも見せてくれました。土砂に埋まった道。平地が
陥落して、壁のようにみえる地表。水が流れ込ん
で、新しく大きな湖ができてしまったところ。ぐにゃ
りと曲がった線路。こういう映像はニュースで見て
いたつもりでしたが、本当に「つもり」だったと思い
ました。遠くのことは他人ごと…日本の報道にため
息をつき、ブツブツ言ってた自分ですが、結局「遠
くで起きた話」に疎いのは、自分も全然そうでした
…。カイコウラなんか遠くないのにコレでした。こ
のことには、自分でもけっこう、がく然となっていま
す…。悪いことが起きると「自分が思っていたより
マシだった」と思って安心したい、人間誰しもそう
なのかな…と思った出来事でした。

 2017年がみなさんにとっていい年になりますよう
に。「昔に比べてあれは良くなったとか、これは悪く
なったとかみんな言うけれど、それはただ『変わっ
ていく』だけで、実際はいいも悪いもないと思う」と
は、そのカイコウラの写真を見せてくれた人が
言っていたことですが、わたしはやっぱり「よくなっ
ていくもの」のことをワクワク考えながら暮らした
い。いろいろあった年の瀬、心からそう思います。
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息をつき、ブツブツ言ってた自分ですが、結局「遠
くで起きた話」に疎いのは、自分も全然そうでした
…。カイコウラなんか遠くないのにコレでした。こ
のことには、自分でもけっこう、がく然となっていま
す…。悪いことが起きると「自分が思っていたより
マシだった」と思って安心したい、人間誰しもそう
なのかな…と思った出来事でした。

 2017年がみなさんにとっていい年になりますよう
に。「昔に比べてあれは良くなったとか、これは悪く
なったとかみんな言うけれど、それはただ『変わっ
ていく』だけで、実際はいいも悪いもないと思う」と
は、そのカイコウラの写真を見せてくれた人が
言っていたことですが、わたしはやっぱり「よくなっ
ていくもの」のことをワクワク考えながら暮らした
い。いろいろあった年の瀬、心からそう思います。
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※カンタベリー日本人会では、掲載されている
　広告の内容に関して責任を負いかねます。
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※カンタベリー日本人会では、掲載されている
　広告の内容に関して責任を負いかねます。

クライストチャーチ唯一の、日本人のためのキリスト教会

ジ ャ パ ニ ー ズ ク リ ス チ ャ ン フ ェ ロ ー シ ッ プ

牧師：渋沢憲一・彩子（電話： ）

＊クリスチャンでない方でも、どなたでも心から歓迎いたします！

と の角、 ’ の隣 教会内 にあります。

礼拝は､毎週日曜日午後３時～４時２０分 礼拝後にはアフタヌーン・ティーがあります。

ほかにも、無料英会話クラスや、夕食付きの聖書入門コースなど、様々なプログラムがあります。

詳しくはホームページ をご覧ください！！
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美男？美女？数珠つなぎフィッシャー正子さんのお話です。美女

深まり続く友情のきずなの強さに縁を感じます。

静寂の中で木と語り合うときは癒しの時間でした。

美
男
？
美
女
？
数
珠
つ
な
ぎ

フィッシャー正子と申します。私
はひろがりという名前の名づけ
親でもあるんです。

高校時代は、専門学校の全盛
期で私は大学進学よりも就職
に有利な〝海外就職率ナンバー
ワン“という宣伝文句に惹かれ、
教師や親の反対を押し切り、専
門学校を選びました。あの頃、
同じ思いを胸に日本各地から
集まった同窓生は今も私のか
けがえのない仲間です。深まり
続く友情のきずなの強さに不思
議な縁を感じます。どの道を選
ぶか、人との出会いがその後の
人生に大きく影響していきま
す。希望通り、大手旅行会社に
就職できましたが、３年程で日
本社会に違和感を感じ、卒業し
た専門学校を頼り、スイスのホ
テルに転職しました。1年後イン
ターネットの無い時代に、約半
年にわたる友人とのバックパッ
カーの旅は、大冒険でした。
ヨーロッパ、アジアの国々を

私の人生を振り返って書いてみ
ます。思えば中学生時代から旅
行が好きでした。

回って日本に帰国。20代前半
のスイスでの1年は私の人生
観、価値観を大きく揺さぶり、再
び海外の地を踏むことを決意す
るまでにたいした歳月はかかり
ませんでした。
1988年ツアーガイドをいう職
を得て、ワークビザを取得し2
年の予定でニュージーランドに
やってきました。バブル経済絶
頂期で、日本人旅行客数はうな
ぎ登りでした。ツアーガイドや
現地添乗員という仕事は水を
得た魚のように天職だったと
思っています。英語の国で2年
間ならば、行ったことのない国
にしようと軽い気持ちで選んだ
クライストチャーチにまさかそ
の後、日本より長く居ることにな
るとは思いもしませんでした。２
年目に現在の夫と知り合い、
1992年に結婚、翌年に娘　沙

生前、父は広大なNZの大地に
あこがれを抱いていました。
2000年、私はその意志を継ぎ
広大な土地を手にしたのです。
夢里ファームと名付けました。
夫は平日は会社務め、週末は
ファームの世話に明け暮れて、
南高梅と和栗を育てて早十数
年の歳月が流れました。子供た
ちが小さな頃にはファームのど
こかで遊んでいる間、私たちは
ひたすら作業をしました。1本1
本の木を植え、水を引き、草を
刈り、枝を整え、収穫を喜び、自
然のもたらす結果に一喜一憂
しながらも多くのことを経験い
たしました。静寂の中で黙々と
木と語り合うときは、癒しの時
間でもありました。今では毎年、
ひよこ丼の家族が栗拾いを楽し
んでくれています。そして、今も
ちょうど梅の収穫の真っ最中で

す。うれしいことに、毎年、青梅
が手元に届くのを楽しみに待っ
ていてくださる方がNZ各地に
ひろがり増えています。まさか私
が日本の伝統的な食品である
梅干しをNZで作ることになろ
うとは人生、わからないもので
す。リクエストにお答えし、試行
錯誤を重ねて今では、梅干し作
りもだいぶ板についてきました。
さらに梅酢、梅ジャム、梅みそド
レッシング、梅シロップも商品化
することができるようになりま
した。インターネットのおかげで
オーガニックの塩だけを使った
梅干しやオーガニックの砂糖だ
けを使った梅ジャムは少量では
ありますが日本でもオンライン
ショッピングができるまでにな
りました。お客様に育てていた
だいたり、ありがたいご縁でここ
までゆっくりと地道にやってま

歳。小さい頃から音楽の才能に
恵まれ、一途に進み、今年はク
ラシックの作曲部門でNZで最
も名誉ある賞を最年少で受賞
しました。NZの自然を音の世界
にちりばめたようなSALINA 
FISHER　「RAIN PHASE」と
いうオーケストラ曲をお聞きに
なってください。息子の賢は、
22歳になりました。カンタベ
リー大学でコマースとサイエン
ス(数学)をダブルで卒業でき、
来年は数学でオナーズ修士課
程に進むことになりました。そ
れぞれ、好きな道を見つけまし
た。
私は、夫と共に子供たちの成長
を見守り、歩くことが好きな友
人たちとトレッキングを楽しん
だり、ズンバで汗を流す日々を
送っています。さらに日本からの
高校生のお世話をする仕事も
楽しんでいます。これからも大
好きな旅行とワインを楽しみな
がら、楽しいおしゃべりをして、
笑いながら過ごしていくつもり
です。NZで出会った多くの人に
助けていただきながら今日まで
きました。この場をお借りして心
よりお礼申し上げます。

がんが発覚、気づいたときには
すでに手の施しようもなく、たっ
た3か月ほどの自宅介護の末に
亡くなりました。その当時の様
子は『母と私のニュージーラン
ド』という本に書き残しました。
興味のある方がいらっしゃれば
お貸しいたします。

里菜を出産。その翌年には、息
子　賢を出産。子育ての日々が
始まりました。賢が生まれて３
日後、父が他界し、1周忌のあ
と、母をNZに誘いました。私の
子育てを助けてくれた母は4年
あまりの私たち家族との同居を
楽しんでおりましたが、1999年

いりました。まるで大地
に根をはる樹のように。
無農薬で安全な食品を
安心して食していただけ
ますようこれからも精進
いたします。興味のある
方は夢里ファーム
F a c e b o o kまたは、
masako.f@xtra.co.nz
まで、ご連絡ください。
娘の沙里菜は、今、23
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時代で、チャーター便で来る農
協ツアーや有名人が乗り込むラ
ジオ主催のツアー、修学旅行、
日本のツアー担当者の接待や
病人対応など本当に忙しい日々
でした。
　しかし90年代も後半から日
本経済悪化や国際環境の変
化、ネット環境の普及によって
NZ観光業にも影響があり、旅
行会社も縮小や統合、閉鎖が相
継ぎ僕が所属する会社も廃業
になり職を失いました。そんな
環境の中でも「なんとかなるさ」

と言うジャネットの言葉は家族
が置かれている深刻な状況を
少し軽い気持ちにしてくれまし
た。
　雇われて生活するより自分達
で何かしようという考えから夫
婦でスモールビジネス講座に
通ったり、ガレージセールを
やって小銭を稼いだり、色々試
行錯誤をしている時、不動産業
をしている友人の勧めで現在の
生業である不動産エージェント
の仕事を夫婦で始めることがで
きました。

　不動産エージェントの仕事は
旅行会社の業務とよく似ていま
す。依頼を受けサービスを提供
しその報酬を得る。今まで地元
で培って来た信用や旅行会社
で養われた経験が今日に生か
されています。不動産業務に欠
かせないリサーチやOpen 
Homeでの対応の仕方やコー
ディネート業務そしてネゴシ
エーションに一定の評価を得る
ことができました。そんな形の
無いものが唯一の財産です。応
援いただいた皆様に感謝いたし
ます。
　趣味といえば、2011年から
Hagley schoolのJazzコース
に参加して月に２回ほど学校の
そばにあるカフェバーで演奏や
CD制作をしています。今年度も
参加しています。スタンダードの
ジャズはわかりやすく演奏して
いる僕自身も楽しいです。来年
はギター以外にボーカルにも挑
戦してみようかなぁと考えてい
ます。
　日本人会にも2002年より理
事会に参加して「ひろがり」の製

作やジャパンデーにも関わるこ
とができました。他にも色々なイ
ベント企画を立ち上げたり他の
団体の交流に参加しました。
色々な面で大変ですが面白さや
興味深いことも多くそして新し
い関係を作れるのも事実です。
クライストチャーチ地震以降日
本人会の存在が大きく注目され
ています。ささやかなことにお互
いが協力し次の世代が担っても
らいたいと願うばかりです。

嶋崎和文さんのお話です。美男

南半球にあるNZのことを教えてもらいました。

今まで養なわれた経験が今日にいかされています。

美
男
？
美
女
？
数
珠
つ
な
ぎ

　学生時代の英語の成績は全
科目中最低でした。初めて就職
した会社では、留学経験者や帰
国子女が多く働いていたので将
来を考えると英会話ぐらいは必
要だと信じていました。そんな
思いを残して社会人になってか
ら数年後、営業の合間によく寄
るカフェのレジに“NZから来た
ジャネットさんが英会話の個人
レッスンをします”という手書き
の広告見つけ、おもわず応募し
てしまいました。外国人の知り
合いができれば英語を話すのに
手っ取り早いだろうという安易
な発想からでした。こんなキッカ
ケが妻ジャネットとの出会いで
した。
 　ジャネットから南半球にある
NZという国のこと、ワーキング
ホリデービザのことなどを教え
てもらいました。学生時代に金
銭的に断念していた海外で生
活してみたいなぁとの思いが再
び湧き上がり、思い切って彼女
を頼ってNZに行ってみようかな
と思ったのは、「地球の歩き方」
を本屋で手にした時でした。そ
して、ここクライストチャーチに
到着したのは、1990年の5月の
終わり、冬が初まる頃でした。

　早朝に到着した空港はまだ
薄暗く出迎えてくれたジャネット
に連れられ中心街に向かう途
中は物静かで煙の匂いがただ
よっていました。英国車に混じっ
て日本の中古車をよく見かけ外
国に来た印象が薄らいでしまい
ました。街のシンボルである大
聖堂は写真で見るより小さく感
じました。大聖堂の広場には地
下へ行く公衆トイレがあり「危
ないから行かない方がいい」と
教えられました。メインストリー
トのコロンボ通り沿いに立ち並
ぶ店にはFor　Leaseの看板が
目立ちました。図書館の入り口

知りました。土日になると営業し
ている店はなく街全体が死んだ
ようでした。ホームステイ先であ
まりにも寒いので暖炉に薪を入
れようとしたら、もっと着込めと
言われました。そんな質素な
ワーキングホリデーを終了し、
帰国した際の夜の首都高速か
ら眺めた日本の街並みを見て何
故こんなに無駄遣いをしている
のだろうと腹立たしい気持ちに
なってしまいました。
　ジャネットのヘルプで２ヶ月
間の英語学校に通うことがで
き、その後、彼女の勤め先で日
本語旅行ガイドとして僕も自然
に同じ仕事を得ることができま
した。ツアーガイドを経て数年
後、シルバーファーンという国内
旅行手配会社に転職すること
ができました。結婚し、家を買
い、子供が生まれ、生活が安定
するようになりました。ただ、当
時はインターネットのない時
代。書類のやり取りはFAX。持
たされた携帯電話は掌以上に
大きくて重い。何か問題がある
と時間帯に関係なく呼び出され
ました。当時は団体旅行全盛の

美男？美女？数珠つなぎ

に備えられ
た電話をた
くさんの人
が利用して
いました。
それはこの
電 話 が 無
料だからと
教えられ、
有料の公衆
電話を使わ
ないNZの
金銭感覚を
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時代で、チャーター便で来る農
協ツアーや有名人が乗り込むラ
ジオ主催のツアー、修学旅行、
日本のツアー担当者の接待や
病人対応など本当に忙しい日々
でした。
　しかし90年代も後半から日
本経済悪化や国際環境の変
化、ネット環境の普及によって
NZ観光業にも影響があり、旅
行会社も縮小や統合、閉鎖が相
継ぎ僕が所属する会社も廃業
になり職を失いました。そんな
環境の中でも「なんとかなるさ」

と言うジャネットの言葉は家族
が置かれている深刻な状況を
少し軽い気持ちにしてくれまし
た。
　雇われて生活するより自分達
で何かしようという考えから夫
婦でスモールビジネス講座に
通ったり、ガレージセールを
やって小銭を稼いだり、色々試
行錯誤をしている時、不動産業
をしている友人の勧めで現在の
生業である不動産エージェント
の仕事を夫婦で始めることがで
きました。

　不動産エージェントの仕事は
旅行会社の業務とよく似ていま
す。依頼を受けサービスを提供
しその報酬を得る。今まで地元
で培って来た信用や旅行会社
で養われた経験が今日に生か
されています。不動産業務に欠
かせないリサーチやOpen 
Homeでの対応の仕方やコー
ディネート業務そしてネゴシ
エーションに一定の評価を得る
ことができました。そんな形の
無いものが唯一の財産です。応
援いただいた皆様に感謝いたし
ます。
　趣味といえば、2011年から
Hagley schoolのJazzコース
に参加して月に２回ほど学校の
そばにあるカフェバーで演奏や
CD制作をしています。今年度も
参加しています。スタンダードの
ジャズはわかりやすく演奏して
いる僕自身も楽しいです。来年
はギター以外にボーカルにも挑
戦してみようかなぁと考えてい
ます。
　日本人会にも2002年より理
事会に参加して「ひろがり」の製

作やジャパンデーにも関わるこ
とができました。他にも色々なイ
ベント企画を立ち上げたり他の
団体の交流に参加しました。
色々な面で大変ですが面白さや
興味深いことも多くそして新し
い関係を作れるのも事実です。
クライストチャーチ地震以降日
本人会の存在が大きく注目され
ています。ささやかなことにお互
いが協力し次の世代が担っても
らいたいと願うばかりです。

嶋崎和文さんのお話です。美男

南半球にあるNZのことを教えてもらいました。
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き、その後、彼女の勤め先で日
本語旅行ガイドとして僕も自然
に同じ仕事を得ることができま
した。ツアーガイドを経て数年
後、シルバーファーンという国内
旅行手配会社に転職すること
ができました。結婚し、家を買
い、子供が生まれ、生活が安定
するようになりました。ただ、当
時はインターネットのない時
代。書類のやり取りはFAX。持
たされた携帯電話は掌以上に
大きくて重い。何か問題がある
と時間帯に関係なく呼び出され
ました。当時は団体旅行全盛の
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に備えられ
た電話をた
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いました。
それはこの
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＜投 稿＞

Website: www.bellini.co.nz/

女一人で…

「別れても、ちょっと気になるイタリアン」というの
は私の正直な気持ちです。
そう、食べても、飲んでも、イタリアン、それも本物
に近ければ近いほど、好きだなあ・・・と独り言。
今日は、開店から今年で20年、人々に愛され続
けている Non Solo Pizza（略称 NSP、「ピザだ
けじゃないよ！」という意味のイタリア語) の玄関
口を飾る Bar Osteria をご紹介する。
ちょっと気取ったころが鼻につくのだけれど、
パーネル通りには入りたいお店がいっぱい。
その中でもNSPは通りから中庭を通ってレストラ
ンに行くその小道に静かにバーが佇んでおり風
情があった。だが、もともとオープンエアーだった

ところをガラス張りのバーに変え、名前もOste-
riaとしたのは最近のこと。外から見える看板は 
“Mozzarella Bar”　「おやっ？」と吸い込まれる
ように入って行った。
中庭に通ずるアル・フレスコのバー、ろうそくの灯
とテーブルに飾られたポピーがとても洒落てい
て、女心をくすぐる。お酒を飲む前から幸せに
なってしまった。
NSPはワイヘキ島にあるワイナリー＋レストラ
ン、Poderi Cresci（ポデリ・クレッシ）と同系列な
ので、Poderi Cresciのワインは全ていただけ
る。私はここのロゼが大好きなので頼むと、品切
れだという。そこで、間違いのないプロバンスのロ
ゼをグラスでいただくことにした。お摘みは何に
しようか？　お腹はあまり空いていない。では看
板のモッツアレラを頂くことにしよう。輸入物の
バッファロー・モッツアレラもあるけれど、Bar 専
属のチーズメーカーMassimilianoの手作り、Ｎ
Ｚ産牛乳から作った Bocconcini di Mozza-
rella （ボッカチー二：小さなボール型のモッツア
レラ）を頼んだ。出てきたのは、まさしくチーズに

●第八回●  Bar Osteria
 Parnell

LOCATION
259 Parnell Road, Parnell Auckland
PHONE  (09) 379 5358
OPENING HOURS
OSTERIA @ BAR VINO
7.30am to late
Non Solo Pizza
Open 7 days 12.00pm untill late. 
Closed on public holidays.

Bar Osteria :
 http://www.nonsolopizza.co.nz/ (こちら
の home で Osteria をクリックして下さい)

Website: www.nonsolopizza.co.nz/ (こちらの home で Osteria をクリックして下さい)

バジル、オリーブオイルと塩コショウだけのシンプ
ル・ディッシュ。まるでお豆腐を食べているみたい
だ。ちょっと物足りなかったからパンを二切れ頼
むと、やはり手作りのフォッカチアのスライスが
出てきた。美味しく、満足であった。
店内のインテリアはシンプルで肩が凝らない。
Osteriaと呼ばれるだけ、ウェイターも気さくな
笑顔で通り過ぎるが過剰なサービスはしない。
椅子もハイチェア、流行りの音楽が流れ、本当に
気軽に座って飲めるバーとして満点である。
因みに、イタリアではristorante →　trattoria 
→　osteria の順にフォーマルからカジュアルな
スタイルとなる。軽く飲みたい方はOsteria、そし
てフォーマルな雰囲気でじっくりお食事をしたい
方は奥のNSPへお進み頂ければ、完璧。イタリア
人のウェイターが心のこもったサービスであなた
を迎えてくれるでしょう。
Ladies (and Gentlemen), お好きな時にお好
きな空間を楽しんでください。

女一人で…

ハッチの

（左）Massimilianoさ
んは、NZ産牛乳から
Mozzarella（モッツ
アレラ）を作ります。
手作り実演もあり。

（右）参加型のチー
ズ・メーキングクラス

（左）パーネルロードに面し
ているお店

（上）陽気なバーテンダー

（右）涼しそうなカクテル、レ
モン、ミント、イタリアのサイ
ダーで

（下）スカンピ、レモンなど生
ものが並ぶショーケース

私が頼んだboccacini （ボカチー二）と Poderi Cresci
 （ポデリ・クレッシ）のロゼ、お花とろうそくも素敵！

オークランド日本人会会報
「きあおら！オークランド」2017年夏号より交流転載
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“Mozzarella Bar”　「おやっ？」と吸い込まれる
ように入って行った。
中庭に通ずるアル・フレスコのバー、ろうそくの灯
とテーブルに飾られたポピーがとても洒落てい
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属のチーズメーカーMassimilianoの手作り、Ｎ
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ル・ディッシュ。まるでお豆腐を食べているみたい
だ。ちょっと物足りなかったからパンを二切れ頼
むと、やはり手作りのフォッカチアのスライスが
出てきた。美味しく、満足であった。
店内のインテリアはシンプルで肩が凝らない。
Osteriaと呼ばれるだけ、ウェイターも気さくな
笑顔で通り過ぎるが過剰なサービスはしない。
椅子もハイチェア、流行りの音楽が流れ、本当に
気軽に座って飲めるバーとして満点である。
因みに、イタリアではristorante →　trattoria 
→　osteria の順にフォーマルからカジュアルな
スタイルとなる。軽く飲みたい方はOsteria、そし
てフォーマルな雰囲気でじっくりお食事をしたい
方は奥のNSPへお進み頂ければ、完璧。イタリア
人のウェイターが心のこもったサービスであなた
を迎えてくれるでしょう。
Ladies (and Gentlemen), お好きな時にお好
きな空間を楽しんでください。

女一人で…

ハッチの

（左）Massimilianoさ
んは、NZ産牛乳から
Mozzarella（モッツ
アレラ）を作ります。
手作り実演もあり。
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ているお店

（上）陽気なバーテンダー
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本誌広告掲載料金と入稿条件のご案内
●通常会員及び友好会員の広告価格（会費＄30）
掲載一回につき
Full size・・・＄100
1/2 size・・・＄50
1/4 size・・・＄25

●非会員の広告価格
掲載一回につき
Full size・・・＄200
1/2 size・・・＄100
1/4 size・・・＄50

●協賛会員（会費＄100）
特典として無料で広告を掲載いたします。
以下の方法のからお選びいただけます。
Full sizeを年度内に1回
1/2 sizeを年度内に2回以内
1/4 sizeを年度内に4回以内

①完成したデザインであること。
②広告規定サイズの外郭線を必ず引くこと。
③PDF形式のファイルであること。
④締め切り日を厳守のこと。

）前間週4約の日定予行発（、はり切め締　
以上の条件で広告を用意できない方は日本人会
にご相談ください。
締め切りの2週間前までに連絡をお取りください。
Eメール： info@jsc.orgnz
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＜広 告＞

※カンタベリー日本人会では、掲載されている
　広告の内容に関して責任を負いかねます。



※カンタベリー日本人会では、掲載されている
　広告の内容に関して責任を負いかねます。
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＜投 稿＞

新年明けましておめでとうございます。昨年中は
格別のお引立てを賜り厚く御礼申し上げます。
２０１７年よりマイアックスコーポレーションは、
社名を新たに「ニュージーランドクラシック」とし
てスタート致します。
今年も、皆さまのお役に立てる仕事に取り組ん
でいきたいと思っております。
今後共何卒宜しくお願い致します。

　「個人から車を購入したいと　
　思っています。どのような点に
　気を付ければいいでしょうか。」

個人から購入する際に、まず気を付けておかな
ければいけないことは、相手がとても心の大きな
人でもない限り、クレームや返品に対応してくれ
ません。そうなると購入前の現車確認が非常に
重要です。

※エンジンの調子
※タイヤの状態
※特に下回りの錆
※RegistrationやWOFが期限切れでないか

このポイントに不具合があると、都度のWOFに
通らない、修理費用が高くつく等の自体にもなり
かねませんので、少なくともこの４点は要チェッ
クです。

中には、車のことが良く分からなくて、自分で
チェックができないというユーザーさんもいらっ
しゃると思います。
そういった場合は、近くのガレージや、検査機関
などでも現車確認サービスを提供しているとこ
ろが多いです。
場所によっては出張サービスなども行っていま
すので聞いてみてください。

現車に問題が無かったので安心？
ちょっと待ってください。
その車は盗難車ではありませんか？
まだ車に対する未払い金が残っていませんか？
購入してしまってからこういう問題が発覚してし
まうことを防ぐため、事前に名義や未払い金を
確認してください。

車両代金の受渡しが完了したら、出来るだけそ
の場で名義変更を行いましょう。
各登録事務所や場所によっては郵便局、または
オンラインから手続きが可能です。

安全で楽しいカーライフを！

村東みやこ

＜投 稿＞

Rumiのシーズンタロット占い

2月は願い事が叶ったり、気持ち
が充実したりと楽しい月を過ごせ
そう。３月からは次のステージに
向けて準備をしっかりとしましょ
う。パートナーとのリレーション
シップも大切に。

頭の中で色々なことを考えること
が多い時期になりそう。マイナス
なことなら何故そこまで自分が
思うのかをより深く観察すること
が気づきとなります。またやりた
いことは周りの力を借りると吉。

気持ちが落ちこんだ時はあなた
一人ではありません。周りにはた
くさん助けてくれる人がいます
よ。大人だからと遠慮したり現実
的になったりしがち、もっと純粋
なほうが結果は良くなります。

直観力が’磨かれています。自分
の気持ちに従うほうが吉。結果が
でるまで時間がかかりそうなの
で焦らないでのんびりと過ごして
いきましょう。

2月は迷っていることがあるのな
らこの時期にはっきりと決断しま
しょう。3月からは相手や仲間のこ
とを考える時期。正しさを押し付
けるのではなくどうすれば楽しく
なるかを考えましょう。

これからの未来について色々考
えることがありそうです。常に良
い行いを心がけていれば意外な
ところで大きなチャンスがめぐっ
てきますが、心がけていなけれ
ば大きなショックな出来事が。

今ある環境に少し変化をくわえて
みましょう。一人よりも周りに手
伝ってもらうほうがより物事が前に
進みそうです。気持ちもリフレッ
シュされてより楽しく過ごすことが
できそうです。

物事が急激に大きく変化して意外
な展開になりそうです。自分の土
台をしっかりと見直して少しで
も？？と思うところは今のうちにな
おしましょう。後々に後悔しないで
すみそうです。

物事の判断がとてもうまくできま
す。うまくできるために少し調子
に乗ってしまいそう。気をつけま
しょう。時間は有効に。あまりダラ
ダラしていてはいけません。

今まで悩んでいたことや落ち込ん
だ気持ちがよい方向に解放され
ていきそうです。ただ焦りは禁物
です。仲間達の助けや、新しい縁
が、あなたを新しい世界にいざ
なってくれそうです。

やりたいことは　他人に頼らず
自分自身でやりましょう。あなた
にはその力が十分にあります。
家族と一緒に過ごす時間を大切
に。その中から気づくことがでて
きそうです。

突然の出来事に驚かされそうで
す。その出来事は普段のあなた
の生活態度によって大きく変
わってきそうです。良いことが起
きて欲しいのならば日頃から良
い行いを心がけましょう。

1月生まれ

４月生まれ

７月生まれ

1０月生まれ

２月生まれ

５月生まれ

８月生まれ

1１月生まれ

３月生まれ

６月生まれ

９月生まれ

1２月生まれ

３ヶ月
運勢
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＜投 稿＞
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てスタート致します。
今年も、皆さまのお役に立てる仕事に取り組ん
でいきたいと思っております。
今後共何卒宜しくお願い致します。
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その車は盗難車ではありませんか？
まだ車に対する未払い金が残っていませんか？
購入してしまってからこういう問題が発覚してし
まうことを防ぐため、事前に名義や未払い金を
確認してください。
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村東みやこ

＜投 稿＞
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＜投 稿＞

※カンタベリー日本人会では、掲載されている
　広告の内容に関して責任を負いかねます。

皆様新年、明けましておめでとうございます。
2017年も皆様にとって素晴らしい年であるよ
う心からお祈りしています。どうぞ本年も宜しく
お付き合いください。

さて今回は、この頃かなりの頻度でお問い合わ
せを受けるモゲージの保険、どうやって大切な
財産をリスクから守っていくかという話です。
不動産はとても高額な買い物で、ほとんどの方
がモゲージを組んでいると思いますが、このモ
ゲージを何らかの理由で「返済できなくなるこ
と」は最大のリスクだということは皆さんご理解
いただける事だと思います。また「モゲージを組
む」ことがＮＺの方が保険に加入する大きな理
由の一つになっています。
たとえば病気や怪我で働けない、また思わぬ出
来事でモゲージを組んだ方が亡くなることで、モ
ゲージの返済が滞るということは十分起こりえ
る話で、生命保険にはこういったリスクに備え大
切な財産を守る働きもあります。
確かにこういう事態はそうそう起こりませんが、
万が一起こったときのインパクトは非常に大き
く、せっかく手に入れた財産を失うだけでなく結
果的に大きな損失になる可能性もあります。モ
ゲージを返済できなくなった時、手に入れた不
動産を売却するのも一つの方法タイミングに
よっては、デポジット分すら手元に残らないと
いったことがありますし、新たに住む場所を探さ

なくてはなりません。
さてモゲージを対象とした主な保険を３つ後紹
介すると
① 死亡保障(Life Cover)　被保険者が亡
くなられた時に、保険金が支払われる
② 疾病保障(Critical Illness, Trauma 
Coverなど)　被保険者が大きな病気になった
時に保険金が支払われる。
③ モゲージプロテクション　被保険者が
働けなくなった時にモゲージを代わりに支払う

この③のモゲージプロテクションを簡単に説明
すると、病気や怪我で週に10時間以上働けなく
なった時にモゲージを保険会社が払ってくれる
という保険です。またリダンダントにあった時で
も一定期間はモゲージの支払いを保険会社が
行ってくれるようなオプションもあります。せっ
かく手に入れた大きな財産を万が一のリスクで
失ってしまう、そんなことの無い様にリスク回避
の手段を考えておくことは決して無駄ではあり
ません。また既にモゲージを組んで何年かたっ
ている方もモゲージ状況に合わせてお手持ちの
保険を見直し、現状に即した形に手直しをして
いくことも重要です。

ここに書かれた内容はガイドラインであり、個々
の状況により変わります。詳しくは必ずお近くの
保険アドバイザーにお尋ねください。

ホ ケ ン ノ ハ ナ シ
新田　直人

保険は未来を守ります。
AIA Financial Services Network Ltd
保険アドバイザー　新田直人

医療保険、生命保険、疾病保険など、
ご相談、プランニングは無料です。
お気軽にお問い合わせ下さい。

NZ国内どこからでも
フリーダイヤル 0800-664-882

もしもに備え賢くご利用

携帯：027-230-4984 / e-mail: naotonitta@gmail.com 

＝大切な財産を守るモゲージ保険のハナシ＝



37

Hirogari No.96 January 2017 / www.jsc.org.nz ©JSC 

＜広 告＞

※カンタベリー日本人会では、掲載されている
　広告の内容に関して責任を負いかねます。
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＜投 稿＞

※カンタベリー日本人会では、掲載されている
　広告の内容に関して責任を負いかねます。

不動産コンサルタント
ジャネット＆カズ・シマザキ

不動産
情報

平均売却価格と売り出し期間の動向

　　　　みなさんこんに
　　　　ちは、2016年
も終わり昨年を振り返っ
てみますと不動産市況も
緩やかですが上昇傾向に
あります。C h r i s t -
churchでもこの12月に
RVが上がりました。こ
れを踏まえてRatesも今
年中には上がるとのこと
です。不動産売買におい
て家の価格はこのRVを
参考にして購入者は価格
を考える方が多いので不
動産マーケットも上昇傾
向が続くだろうと予想さ
れます。ただ総論と並行
して個人の家が上昇する
とは限りませんので売却
をお考えになっているか
たは、信頼おけるエー
ジェントにご自身の家の
リサーチをしてもらうこ
とが懸命です。 家の売
却や購入に関する確かな
情報や新しい情報に関し
ては 信用できる不動産
エージェントにご相談下
さい。　　

（J&K Shimazaki)

協 賛 会 員 一 覧 ※会員特典を受けられる場合は必要に応じ有効会員の証明として
本誌最新号をご呈示ください。
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Kiwi Way Ltd

JTC New Zealand

NEW AVONHEAD TRAVEL newavonhead@xtra.co.nz

AIA FSN

TJK NZ LTD 021-416-357 takahiro@tjk-nz.com

Currie Lawyers Limited

rujuyuka0720@yahoo.co.jp

Natural Attraction
10 OFF

Ray White

Harcourts / Holmwood Real Estate Ltd

Premium Mink 3D eyelashes extension 

JAPAN LANGUAGE SERVICES hiromijino@xtra.co.nz

Kisco Foods International Ltd

CocoroNZ

Maiax Corporation

IT Pro NZ

nzseitai@gmail.com

TORYO HOUSE toryo@xtra.co.nz
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ACC
027-350-9101(text only)

ONO SEITAI SPORTS CLINIC

Terra

Japanese Christian Fellowship

WH Accounting & Advisory Ltd

SHS Tax Accounting Limited

Antonio Strings Limited
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PURPLE DRAGON

JAPANZ BAKERY japanzbakery@gmail.com

Copycat Service Centre Ltd

 
10 OFF

Caffe Piccolo 30¢ off from any hot drinks
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PURPLE DRAGON

JAPANZ BAKERY japanzbakery@gmail.com

Copycat Service Centre Ltd

 
10 OFF

Caffe Piccolo 30¢ off from any hot drinks
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●ホリデー期間をいかが過ごされましたでしょ
うか？日本人会理事会は、退任した理事の後任
として、甚尾浩美さんとパーカー安江さんからご
協力の申し出をいただきました。大変心強く思
います。引き続き20～30代の方のご参加もお
待ちしています。皆様にとって良い年であります
ことを願いつつ、今年も日本人会をよろしくお願
いします。(HOPE)

●夏の一般的な風景は、食べ物を持ち寄っての
BBQ。さて我が家ではクリスマスが終わった後
の27日に餅つきをした。知り合いを呼んでワイ
ワイガヤガヤと過ごした餅つきはその昔の日本
の年末の雰囲気を感じることができた。一つの
食べ物をみんなで集まって作るのは日本風てこ
とかな？（ギターキッズ）

●コレ、昭和の死語なのでしょうか？20代の日
本人に「アベック」と言ったら通じませんでした
（カップルと言うべきでした）。おニュー、スッ
チー、しょうゆ顔、オバタリアン等も最近は使わ
れなくなっているようです。「ガーン」というのも
死語らしいのですがよく使っています。少し気を
付けようと思います。（笑う門）

●新しい年が始まりました！本当に１年が早いで
す。よく年を取ると1年が早いと言いますがこれは
理論的に証明されています。人は過去を振り返る
時にこれまでの自分の人生と無意識に比較する
そうで、今１０歳なら今年の記憶は人生の１０％
ですが５０歳ならたったの２％、５年でやっと同じ
１０％です。納得いきませんか？（元気玉）

●今年も年越しは日本。80才と90才の両親。自
宅で新年を迎えられて幸せです。2日にはたまたま
通りかかり、箱根駅伝を沿道からみました。すごい
パワー！何かに集中して、パワーを発揮できるの
は素晴らしいです。今年も頑張ります！ひろがり編
集後記を読んでいる皆さんの2017年の健康とご
多幸を心より祈っています。（和美）

おことわり
カンタベリー日本人会では、本ニューズレター発行に際し、掲載される記事・広告は法律違反で無い事
を条件としています。しかし、記事・広告の文章、文言、主張、意見は、筆者・広告主に属するもので、必
ずしもカンタベリー日本人会のそれらとは一致しません。又、記事・広告を信じて取られた行動の結果
に対しての責任は負いかねますのでご了承下さい。掲載記事・写真・図画などの無断転載を禁じます。

皆様からの投稿記事や情報をお待ちしております。

次号ニューズレターは
３ヶ月後に発行予定です。

理事のつぶやき


